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拉致問題で朝鮮総連に抗議街宣 2008/08/25 06:13 

・お知らせです。 

 

拉致被害者を返す意思のない北朝鮮に対する我々の怒りの声を、自衛権行使の宣言と共に、朝鮮総連と全

在日朝鮮人に届けよう!! 

 

【日時】９月３日(水) 午後４時～５時30分 (最大１時間半) 

【集合場所】遊就館の裏の角の歩道上(千代田区富士見２‐14と２‐15の間)。 

なお主催者スタッフは30分前に靖国神社第２鳥居前集合。 

【街宣場所】上記場所と朝鮮総連(千代田区富士見２‐14‐15)前の歩道上(時間によって移動) 

(注)拡声器は主催者で用意しますので、持参不要です。 

【内容】「拉致は、主権侵害の戦争行為であり、明確なテロ行為である。茶番でしかない対話と自己満足

の半端な経済制裁だけでは、被害者を絶対に救えない。 

 本気で全員を取り戻すつもりなら、自衛隊を使う以外に道はない。テロを許すな！奇麗事はもういらな

い。今こそ堂々と自衛権を行使せよ！！」 

 

【補足】一昨年７月のミサイル発射以来、日本政府はおずおずとではあるが、一応、北朝鮮に経済制裁を

かけている。 

 しかし日本国内の北朝鮮シンパと中国と韓国におけるそれらの一味とのネットワークを考えた場合、そ

の効果はどう見ても限定的である。 

 また日本の経済制裁に反比例するかのように中国と韓国は北朝鮮に経済援助を増やしている。 

 このような状況にも関わらず日本国内の議論は、相変わらず経済制裁緩和反対だのテロ国家指定解除反

対だのと所詮、拉致被害者救出には繋がらない中途半端なものが中心である。 

 国家犯罪に対しては軍事力の行使又はその威迫によってしか解決できないのが古今東西の習いである。

そのような現実を我々運動に携わる者は勇気を持って一般国民に語りかけるべきである。 

 

【交通】ＪＲ飯田橋駅又は地下鉄東西線、半蔵門線又は都営新宿線九段下駅下車徒歩約８分。 

【運営】会の設立趣旨から基本的に全員参加としたいので、来て頂いた方には全員マイクを握って頂きま

す。短時間で結構ですから話す内容(シュプレヒコールの音頭だけでも可)を考えてきて下さい。 

 演説の内容は拉致問題に限らず在日を含め朝鮮半島関係なら何でもＯＫ。主催者の性格から余り細かい

ことには拘りません。ただし制限時間(概ね10分)だけは守って下さい。 

雨天決行。プラカード、日章旗等の持参歓迎。 

 

【主催】日本の自存自衛を取り戻す会 

【問合せ】金子吉晴 TEL 090-9769-6230  

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/692365/


